
豊能定例会議



10：00～ 《代表理事より》
・新会員紹介（アイサンテクノロジー）
・CSPFC事務局員募集
・総務省最終検査に向けて
・4月13－15日の段取
・デジタル田園都市交付金（豊能町田中様）
・スマートシティ関連予算開始
・今年度に向けての準備
・横展開ワーキングに向けて

《事務局より》
・議事録の確認
・4月14日定例MTGはお休みとなります

11:00～ 《分科会（30分）》
《各分科会進捗報告（30分）》

今後のスケジュール
4/13,14 10:00～ 豊能町様へ活動報告

4/15 10:00～ リビングラボセレモニー

4/7 豊能町定例会議Agenda



総務省検査速報値
すべて集中検査終了し、現在総務省側で確認中 4/8に指定書類の提出で
CSPFCの作業が終了します。（プリントアウトや郵送もあるので、
まだ作業が少し残りますが）。合わせて支払いをスタートします。

OZ1の2次受け：
地域団体、ベンチャー中心にスタートしますので、
詳細は別途個別調整します。4月初旬から4月末までに完了予定

未提出の方（急ぎ対応お願いします）
API関連：JP-LINKインストール企業の皆様

アクセスログの確認およびデータの提出お願いします
ログの吐き出し方は別途、事務局またはTechOZ1から案内します
（できている範囲で大丈夫です）



日 時 令和4年4月13日(水)・14日(木) 両日とも午前10時～
場 所 豊能町役場 2階会議室
対 象 部長級、課長級、課長補佐級職員
内 容 4月13日(水) 午前10時 ～

●スマートシティを目指したまちづくり
（スマートシティに向けた実装、内閣府Society5.0 など）

一社）コンパクトシティプラットフォーム協議会代表幹事 江川将偉氏
●各企業の取り組み
地域経済、ヘルスケア、モビリティ、子育て/見守り、働き方

4月14日(木) 午前10時～
●スマートシティの推進について
（都市OS、デジタル田園都市国家 など）

一社）コンパクトシティプラットフォーム協議会代表幹事 江川将偉氏
●各企業の取り組み
インフラ、環境インフラ、防災、行政デジタル、観光、デジタル教育

テキストを入力

“スマートシティを目指したまちづくり”セミナー



“スマートシティを目指したまちづくり”セミナー 午後スケジュール

13日（水） テーマ・関係課 企業名
13:00～13:30 地域経済

農林商工課、まちづくり創造課

Digital Platformer ㈱

13:35～14:05 ヘルスケア
保険課、健康増進課

㈱Green Bioanalytics
㈲有限会社スパーク 、 I＆H ㈱

14:10～14:40 モビリティ
まちづくり創造課

㈱ NTTドコモ
SWAT Mobility Japan ㈱

14:45～15:15 子育て/見守り
教育委員会、健康増進課、
福祉課

㈱ OZ1
NECネッツエスアイ㈱

15:20～15:50 働き方

住民人権課、秘書人事課

㈱ OZ1

14日（木） テーマ・関係課 企業名
13：00～13：30 インフラ/環境インフラ

都市計画課、建設課、
環境課

関西電力㈱
電通・電通国際情報サービス㈱

13:35～14:05 防災（避難訓練）

総務課、（健康増進課）

三井住友海上火災保険㈱・インターリスク総研
イッツ・コミュニケーション㈱

14:10～14:40 行政デジタル

総務課、住民人権課

NECネッツアイ㈱
㈱アスコエパートナーズ
電通・電通国際情報サービス㈱

14:45～15:15 観光

農林商工課

㈱ OZ1
おてつたび

15:20～15:50 デジタル教育
義務教育課、健康増進課、生涯学習課、まちづくり創造課

㈱ OZ1



・会場は第1第2会議室（各企業現地参加3名ぐらいまで）
・資料 各企業ごとに印刷準備 当日持参か12日豊能町役場必着で郵送
・資料部数は8日に事務局から連絡
・両日午前中は、オンライン視聴可能
・両日午前中は全課参加、午後は関係課参加 予定

“スマートシティを目指したまちづくり”セミナー 確認事項



デジタル田園都市交付金Type23スタート

CSPFC 資料作成開始

4月1日15時までに説明会参加希望
4月4日13:10～ 自治体向けオンライン説明会。

Webexなので、CSPFCから豊能町に何かしら用意必要？
4月15日目途で素案
4月末まで豊能町とレビュー
5月2日～5月13日17時までに提出

作成フォーマットは、スマートシティ関連予算資料とほぼ同じ

作成内容は
モビリティ＋ヘルスケア＋地域通貨



デジタル田園都市国家構想
推進交付金

（デジタル実装タイプTYPE2/3）

オンライン説明会要旨
R4.4.4 13:10~14:30



○デジタル実装タイプ TYPE2/3交付金（スケジュール）

・３月２９日 事務連絡（募集開始連絡）、事前相談受付開始

・４月 ４日 自治体説明会

・４月２８日 事前相談受付〆切

・５月１３日 実施計画提出〆切

・５月中 審査

・６月～ 内示・公表、交付決定



令和3年度補正予算
デジタル田園都市国家構想推進交付金（デジタル実装タイプTYPE2/3）の取扱いについて

１．目 的

意欲ある地域によるデジタルを活用した地域の課題解決や魅力向上の実現に向けた取組を支援し、地方から国

全体へのボトムアップの成長を実現することにより、デジタル田園都市国家構想の実現に貢献することを目的とする。

２．具体的には

デジタルを活用した地域の課題解決や魅力向上の実現に向けて、デジタル原則とアーキテクチャを遵守し、オープン

なデータ連携基盤を活用する、モデルケースとなり得る取組を行う地方公共団体に対し、その事業の立ち上げに必要

なハード／ソフト経費を国が交付金により支援する。

デジタルを活用した地域の課題解決や魅力向上の実現に向けては、地方公共団体がオープンなデータ連携基盤を

活用し、複数のサービスの連携にも取り組むことが必要であり、本交付金の対象となる事業については、デジタル田園

都市国家構想推進交付金実施計画を策定するとともに、具体的な重要業績評価指標を設定する必要がある。

また、KPIの進捗状況について国への報告を行う。



令和3年度補正予算
デジタル田園都市国家構想推進交付金（デジタル実装タイプTYPE2/3）の取扱いについて

３．予算額・補助率

Ｒ３補正予算額 ２００億円の内数（国費ベース）

補助率 TYPE２は、１／２、TYPE３は２／３ ※交付金の流れは、「国 ⇒ 地方公共団体」

４．対象事業（申請要件）

①デジタルを活用して地域の課題解決や魅力向上に取り組むものであること

⇒当該事業の成果が地域の課題解決や魅力向上に資するものであることを複数年にわたって計測するため

のKPIを設定していること。

②コンソーシアムを形成する等、地域内外の関係者と連携し、事業を実効的・継続的に推進するための体

制が確立されているものであること

⇒事業の実現に向けて、地方公共団体、民間事業者、地域の団体、国、専門家など、地域内外の関係者

が参加・連携する体制を構築していること。



令和3年度補正予算
デジタル田園都市国家構想推進交付金（デジタル実装タイプTYPE2/3）の取扱いについて

４．対象事業（申請要件）

③デジタル原則への準拠及び共助条件（技術実証ではなく、生活への実装を目指すものであって、一過

性ではなく継続的に取り組み、将来的には全国展開を志向するものであること）の充足のための取組方

針を実施計画に明示していること

④パブリッククラウド上のオープンなデータ連携基盤を活用し、複数のサービス提供事業者が同基盤上で

サービス提供するものであること

⑤Well-Beingに係る指標について、準備ができた段階で指標を測定し、結果の常時公表を行うもので

あること

⑥早期のサービス実装をするものであること（TYPE3のみ）

⇒令和４年10月末までにサービス（の一部）の提供を開始するものであること。

なお、令和４年10月末までの提供開始が一部のサービスに止まる場合、今回の交付金対象事業とする

サービスについては、全て令和４年度中に、何らかの形で開始するものであること。



令和3年度補正予算
デジタル田園都市国家構想推進交付金（デジタル実装タイプTYPE2/3）の取扱いについて

５．申請上限数・交付上限額

申請上限数 （都道府県）９事業 （市町村）５事業 ※デジタル実装タイプ全体

交付上限額 TYPE2 １事業あたり国費２億円（事業費ベース４億円）

TYPE3 １事業あたり国費６億円（事業費ベース９億円）

６．評価の視点

【事業性審査】

（１）地域への効果

・事業の実施により地域の課題解決や魅力向上が実現される見込みが十分にあるか。

・事業の成果を複数年にわたって計測するためのKPIとして、各サービスそれぞれにおいて、適切なアウトカ

ム、アウトプットKPIがそれぞれ１つ以上設定されているか。



令和3年度補正予算
デジタル田園都市国家構想推進交付金（デジタル実装タイプTYPE2/3）の取扱いについて

６．評価の視点

【事業性審査】

（２）実施計画の適切性

・事業実施のプロセスやスケジュールが具体的かつ実現可能か。

・過大な事業費が計上されておらず、十分な費用対効果が見込まれるか。

・交付対象事業終了後の事業計画が明確かつ具体的か。

・ランニングコストの見通しや民間資金の活用など資金計画が明確かつ具体的か。

（３）推進体制の実効性

・事業推進体制における関係者の役割分担が明確にされているか。

・事業の進捗管理方法が整備されているとともに、外部からの評価・検証を事業の改善につなげるなど

PDCAサイクルを円滑に進めるための仕組みが明確かつ具体的か。



令和3年度補正予算
デジタル田園都市国家構想推進交付金（デジタル実装タイプTYPE2/3）の取扱いについて

６．評価の視点

【モデル性審査】

（１）データ連携基盤の構築及び相互運用性の確保

・デジタル庁の開発・提供するデータブローカー機能を採用するものであるか、または、同様の機能を有す

る既存のデータブローカー機能を活用するものであり、かつ、当該データブローカー機能とアプリケーション

間及びアプリケーション同士間のいずれにおいてもデータ連携を可能にするオープンAPIを提供するもの、

若しくは、アプリケーション同士間におけるデータ連携を可能とするオープンAPIを通じ、複数の地域のデー

タ連携基盤間のデータ連携を実現するものであるか。

・パブリッククラウド上で、オープンソースによるデータ連携基盤を構築するものであるか。

・内閣府「スマートシティ・リファレンス・アーキテクチャ」を遵守するものであるか。

・データ連携基盤で扱われるデータが、政府の提供するGIF又はデータ連携のための標準（データモデ

ル）に準拠しているか。（例：FIWARE、OASC等）

・データモデルに準拠したデータの提供が、事業期間終了後においても継続されるか。



令和3年度補正予算
デジタル田園都市国家構想推進交付金（デジタル実装タイプTYPE2/3）の取扱いについて

６．評価の視点

【モデル性審査】

（１）データ連携基盤の構築及び相互運用性の確保

・本事業に関し自治体の保有するデータはLinked Open Data(Linked RDF)によるオープンデータ

提供がなされるものであるか、または、機械判読可能なオープンデータが提供されるものであるか。

・データ連携基盤自体がサステイナブルに提供可能であるための構築・運用計画が明示されているか。

・既存データの変換方法や期間、新規データの設計方法など、データモデルに準拠するための具体的な

プロセスが明確に示されているか。

（２）サービス設計等の適切性

・民間サービスと連携する等、適切なUI/UXが実現できる体制が構築されているか。

・利用者のニーズ等を踏まえてアジャイルにサービスを改善していくための体制が構築されているか。

・個人情報の適切な取扱いやプライバシーを確保するための具体的な取組が講じられているか。

・「スマートシティセキュリティガイドライン（第2.0版）」を参考としながら適切なセキュリティ対策を実施

するものであるか。



令和3年度補正予算
デジタル田園都市国家構想推進交付金（デジタル実装タイプTYPE2/3）の取扱いについて

６．評価の視点

【モデル性審査】

（３）データ連携による付加価値創出

・本事業で実装される、複数事業者によって提供される異なるサービス間において、データ連携を行う

ことにより創出される付加価値を示すことができるものであるか。

７．審査

審査にあたっては、「対象事業（申請要件）」及び「評価の視点」に掲げる要件及び視点に関して総合

評価を行う。



令和3年度補正予算
デジタル田園都市国家構想推進交付金（デジタル実装タイプTYPE2/3）の取扱いについて

８．実施計画

「デジタル実装タイプTYPE2/3実施計画」は、「実装計画」及び「運営計画」からなる。

①実装計画

本交付金の交付期間内における「デジタル実装タイプTYPE2/3実施計画」を「実装計画」といい、その期間

は当該事業年度末までである。

②運営計画

本交付金の交付対象事業終了後における「デジタル実装タイプTYPE2/3実施計画」を「運営計画」といい、

その期間は交付対象事業終了後２か年である。

※「実装計画」については当該事業年度終了後、「運営計画」については1か年経過するごとに、取組状況や

KPIの進捗状況等について、別に定める様式にて事務局へ報告することとする。



スマートシティ関連予算 申請開始
https://www8.cao.go.jp/cstp/stmain/r4_smartcity.html

提出：5月16日（月）午前12時まで （目標：5月13日提出）
• 企業側提案締め切り：4月25日（月）
• CSPFC内で再構築：5月6日目標
• 豊能町とのすり合わせ：5月9-13日

https://www8.cao.go.jp/cstp/stmain/r4_smartcity.html


横展開＆来年度向け予算を検討開始



横展開ワーキング仕分け開始（4月1日から各公募が始まります） 調査担当会社

事業名 担当省庁 担当企業

自治体情報システムの標準化・共通化に向けた環境整備
（デジタル基盤改革支援補助金）

総務省 ISID/NESIC 〇

全国的研究データ基盤を中核とした世界最高水準の情報インフラの整備・活用 文部科学省 真子

公的職業訓練におけるIT分野の訓練コースの設定促進 厚生労働省

教育訓練給付におけるデジタル分野の講座充実 厚生労働省

DX推進施策（DX銘柄・DX認定等）を通した人材育成促進 経済産業省 NoCode 未

デジタル活用支援推進事業 総務省 CSPFC 未（4/23頃）

デジタル田園都市国家構想推進交付金（デジタル実装タイプ） 内閣府 CSPFC（豊能町） 〇

デジタル田園都市国家構想推進交付金（地方創生テレワークタイプ） 内閣府 追加があるか？

地方創生推進交付金（先駆タイプ、横展開タイプ） 内閣府 CSPFC（豊能町） 未

地方創生推進交付金（Society5.0タイプ） 内閣府 CSPFC（豊能町） 未

地域課題解決のためのスマートシティ推進事業 総務省 CSPFC 〇

まちづくりのデジタルトランスフォーメーションの推進 国土交通省 関西電力 〇：ただし予算不明/摂
津市含めて検討

スマート農林水産業の全国展開に向けた導入支援事業
【再掲】

農林水産省林野庁
水産庁

Andeco 3/16締め切りだけど、再
度掲載予定



事業名 担当省庁 担当企業

中小企業サイバーセキュリティ対策促進事業 経済産業省 （NESIC） 引き続きトラッ
キング。江川IPA
含めて確認

観光DX推進緊急対策事業 観光庁 （おてつたび）

DX(デジタルトランスフォーメーション)の推進による観光サービスの変革と観光需要の創出 観光庁 （おてつたび）

地方創生テレワーク推進事業 内閣府 NESIC -

関係人口創出・拡大のための対流促進事業 内閣府
（おてつたび・
ドコモ）

未発表

日本版MaaS推進・支援事業 国土交通省 ドコモ・SWAT 〇

地域公共交通の維持・活性化事業 国土交通省 ドコモ・SWAT 〇

個別最適な学びを実現するためのGIGAスクール構想の推進 文部科学省 スクールエー
ジェント

未発表

ヘルスケアサービス社会実装事業（うちＰＨＲサービスの発展に向けた環境整備事業） 経済産業省 スパーク 間接補助事業者
これから

住民の実感が伴う分かりやすい防災情報の発信等による安全・安心につながる流域治水DXの推進
国土交通省

三井住友・イン
ター・ITSCOM

これから

地域脱炭素移行・再エネ推進交付金 環境省 関西電力・ISID 今後問い合わせ

脱炭素社会実現のための機関 環境省 関西電力・ISID 今後問い合わせ

地域・企業共生型ビジネス導入・創業促進事業 経済産業省 CSPFC 未

地域女性活躍推進交付金 内閣府 斎藤 未



来年度OSPF

阪神調剤（I&H）
スマートヘルスシティ

電通/電通国際
データ利活用

コーディネーターに応募お願いします。



デジタル田園と組み合わせてOK



R4合同審査会

全てデータ連携が必須科目です



CSPFC作成 CSPFC作成＋豊能町
（広告・セミナーに変更）
スマホ教室・よろず・リビングラボ



CSPFC作成
・分野間セキュリティ＋CCDS
・モビリティ＋ヘルスケア＋地域通貨
・地域間連携

横展開事業：
福井・OSPF・横浜・沖縄
・地域経済活性化

モビリティ分科会
・新技術の取組みや組合せ

デジ田も組合せ



モビリティ分科会
・新技術の取組みや組合せ

街づくり（リビングラボ周辺）



資料作成は、先日の資料と過去採択事業内容を
Webから検索して確認

デジ田T2/3は、今週末から来週明けくらいに交付金の要件



セミナーとか広報コスト







予算名変更

共同利用で加点
（他自治体と）



予算は昨年度から少し減



合同審査は青色

今年は絞る予定



官民コンソーシアムへの支援
将来への実行計画が最低条件











デジ庁は

ビルディングブ
ロックを提供





デジ庁は
可視化ツールも提供？

来週以降自治体に配布



デジタル庁おまけ







データを標準化して
みなさんが同じフォーマットで作る





コンバーターも提供
される



色々ツールを作り
提供される



・JP-LINKはMemberとPartnerの組み合わせです。

・まずはCSPFCに参加し、個人情報とプライバシーを確認しても
らい、JP-LINKのAPIが利用可能（インストール）になりますので
Member方式です。

・そこからJP-LINK同士をつなぐのに企業での利用規約を確認し
て企業同士でアクセスに合意したうえでデータのトランザクショ
ンが発生しますので、Partner方式になります。

個人情報を含むデータを取り扱ううえで、確認や管理は少々多め
に設定しております。

X-Roadで言うと誰でもアクセス可能なAPIのPublicになるので、
Publicとしてリリースも可能ですが、まだ日本の文化にはなじめ
ないと思いMemberとPartnerを組み合わせてます。

NECネッツエスアイのAPIも定義と公開が必要です。
→基本はCSPFC会員企業のサイトにUpdateを行います。

総務省事業：そろそろ最終報告書

API公開も納品の一部です。

# API項目名 提供者名（補助事業者名） 概要 リンク先URL

JP-LINK 組織間データ連携JP-LINKAPI

Symphonict IoT機器連携 Symphonict
CSPFC内のURL



スマートシティ推進事業 APIの公開について

公開先

公開項目

◼ スマートシティ官民連携プラットフォーム上に公開するAPI情報は以下のとおり。

⇒API項目名、提供者名（補助事業者名）、概要、リンク先URL

◼ スマートシティ官民連携プラットフォームホームページ内「スマートシティAPIカタログサイト」に公開
（ https://www.mlit.go.jp/scpf/efforts/index.html ）

◼ 補助事業者側において、リンク先URLのAPI公開ページを作成願います。

掲載の進め方

1. 事業終了までに、補助事業者側においてAPI公開ページの作成をお願いします。

2. 3月11日(金)までに、最終検査資料の1つとして「APIカタログ登録様式」を提出してください。

3. 準備でき次第、「スマートシティAPIカタログサイト」において、API情報を公開します。
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アンケート全体

• 1回目アンケート
• アンケート趣旨： スマートシティで欲しいサービス

利用者特性の確認

• 回答数：240名

• 2回目アンケート
• アンケート趣旨： とよのんコンシェルジュのLOOK＆FEEL

使いたいサービスの意識調査

• 回答数：185名

• 3回目アンケート
• アンケート趣旨： とよのんコンシェルジュ＆サービス利用の意識調査

サービスへの期待値確認

• 回答数：80名
＊集計でアンケート回収漏れあり。最終集計は改めて予定



1回目アンケートサマリー（全体構成）

• 男女比で、女性が51%、男性が40.8%で、50～70歳が61%の回答率であった。
回答年齢が10～20歳も9.6%あり、スマホ教室以外の利用者にも興味みがあることが見える。

• 家族構成が、2人が49.2%と、ほぼ高齢の夫婦である。

• スマートシティのサービスに関しては、回答者の多くが高齢者であるため、ヘルスケア27.1%、交
通・移動、21.7%と多く、若者では見守り11.3%、子育て8.3%と意識が働いた。

• スマートシティを受けるサービスのインターフェースとしては、スマートフォンが77.1％と高く、
電話が12.9%、TVが2.5%とスマートフォンじゃない選択肢も多少検討の余地が必要と思われる。
（「誰一人取り残さない」と実現する場合は、電話やTVの活用も検討が必要です。）

• 住民のスマートシティへの積極性に関しては、イベントに参加が57.1%、一緒に手伝いたいに
19.6%と非常に興味をもつ住民が多いと思われる。これは、今後色々なサービスを行う上で住民の
理解を得るのにも役立つ結果と言える。



1回目アンケートサマリー（サービス関連）

• 豊能町の施策としてリビングラボの活用に関して意識調査を行ったところ、使いたい15.4%、使い
たくない22.5%で、57.5%が分からないと言う結果であった。これは住民がリビングラボとは何か
の認識がなかった結果と言える。

• リビングラボにおけるサービスとして、北欧の知育玩具利用に関しては、使いたい23.8%、使いた
くない20.4%で52.1%が分からないと言う結果と、親同士の交流に関しては、使いたい37.1%、使
いたくない15.8%、分からないが44.6%であった。この結果からサービスが見えてくると使いたい
が増えて、使いたくないや分からないが減ることが分かる。

• リビングラボに関しては、サービスをしっかり組み上げることで、利用者が増加すると言えます。
スマートシティサービスの発信拠点としても活用を行う上で、色々と準備が必要と言えます。

• 行政サービスのデジタル化に関しては、自分に合わせた行政サービスを知りたいが79.6%、オンラ
イン利用希望は、66.7%あり、住民は豊能町が何をしてくれるのか情報が行き届いておらず、可能
であればオンラインでサービスを受けれると良いと思われる結果と言えます。

• ヘルスケアに関するアンケートでは、相談相手が欲しい67.5%、オンライン相談57.9%、慢性疾患
予防に61.3%と高齢者のヘルスケア意識が高かった結果が反映されたと言えます。



1回目アンケートサマリー（サービス関連）

• 買物に関しては、日用品はオアシス25.4%、イズミヤ22.5%と地元で購入に次いで、箕面や川西で
22.5%が購入している。キッチンカーの利用に関しては46.7%が利用希望もあり、外出する機会に
つながると言えます。

• 防災に関しては、40%以上の「とよのたんぽぽメール」を活用しており、スマートシティでの防災
を構築するうえで、たんぽぽメールとの連携も検討することで、シームレスな対応に繋がる。

• 交通・移動に関しては、59.2%が車で移動することが多く、免許返納したくない方が55.8%と車が
生活必需品となっており、路線バスに関しては、不満側に38.3%と利用していない31.3%おり、合
わせると69.6%はバスの活用が上手く出来ていないと言えます。方やオンデマンド交通に対しては、
54.2%が利用したいとの回答から、路線バスの効率化をすることで、交通面の改善が見込まれると
言えます。

• デジタルデバイド教育では、スマホ教室やよろず相談に59.6%利用したいNoCodeトレーニングは
43.8%が分からないと言う結果になり、まずはスマホを扱えるようになることに意識があり、
NoCodeはまず何かが分からないと言えます。



1回目アンケートサマリー（サービス関連）

• キャッシュレスに関しては、既に36.3%の方がPayサービスを使っているが、27.5%が使ってみたい、
21.3%が分からないと言う結果で、全体的にはキャッシュレス化の課題を解決していく対応が必要
になると言えます。

• 個人情報の意識に関しては、53.8%が自身で管理すると言う意識があり、個人情報の活用に関して
も52.1%が便利になるなら使っても良いと言う意識が働いております。マイナンバーカードに関し
ても70.8%が既に持っており、今後データ利活用する際に丁寧に住民の理解を得ながら、個人に対
してのサービスを構築していくことができると言えます。



２回目アンケートサマリー（とよのんコンシェルジュ
構成）

• 画面の見やすさ、ボタンのサイズ、ボタンの多さに関しては、全体的に30%強が見やすいと回答が
あり、アンケート中画面が見れなかった方も多くいたため、3カテゴリーに未回答が58.9%となっ
た。未回答を無視してみた場合、70%程度の方がまずは十分だと感じて貰えてると言えます。

• 各サービスに関しては、豊能町からのイベント、ヘルスケア、支援（見守り・災害）、行政サービ
ス、予約サービスなど80～90%代で利用したいとなり、ほぼ全てのサービスカテゴリは利用したい
結果になる。

• 低かったものではPayment（キャッシュレス）が57.3%必要で、40.5%が不要と回答になる。
お金が関わるものに対するネガティブなイメージと既にPayサービスを利用している関係で低かっ
たのではないかと思われる。



２回目アンケートサマリー（サービス関連）

• デジタルデバイド教育の満足度として、継続してよろず相談室は86.5%が必要と感じております。

• スマホ教室で配布したウェアラブルも78.4%が欲しいと思っており、見守りようのICタグやスマー
トロック、TVでスマートシティに関しては、約50%程度に留まり、スマホの使い方や健康が優先
度が高く意識が働いていると言えます。

• スマートシティで使うツール（とよのんコンシェルジュ）の使い方は、81.6%が使い方を教えて欲
しいと言う結果から、スマホ教室やよろず相談室でアプリのトレーニングを行うことが求められま
す。



3回目アンケートサマリー（とよのんコンシェルジュを使って
みて）

• サービス全体においては、ヘルスケア系サービスに人気が集まり80%以上が利用したいになり、イ
ベントやオンデマンド交通が50%代、逆に2次交通（電動系）は利用しないが50%以上となった。

• ヘルスケア系ではウェアラブルを活用した人からは、健康意識が67.5%高くなり、外出機会も
61.3%増えた。ウェアラブルを配布することで、高齢者フレイル対策もより進むと言えます。

• 他に80%以上の利用したいとされたサービスとしては、スーパーのチラシをみたい（80%)、災害
時に避難場所を案内（93.8%)、災害通知（避難状況確認）（96.3%)、地域通貨・ポイント活用
（80%)、自治体サービス（85%)が挙げられます。

• 逆に利用したくないに多かったものは、子育て関連になり、高齢者の回答が多かったため、結果子
育て関連が低い結果につなったと言えます。

• 3回目アンケートは回答者数が低く、スマホ教室参加の高齢者が多かったため、回答内容に偏りが
できました。スマホ教室で実演したものに関しては、非常に利用したい側に結果が寄ったこともあ
り、今後もスマートシティを進めるうえで、スマホ教室は重要な取り組みと言えます。

• とよのんコンシェルジュは随時更新されていきますが、現段階での操作性満足度は61.3%サービス
満足度も62.5%とまずは使えるレベルと言えます。また、スマートシティサービスへの期待度は
91.3%あり、高齢者中心の回答とは言え住民の関心度は高いものと言えます。



3月11日まで、残り1日！

概ね順調ですが、頑張ってクロージングしましょう！
（９.５割完了）

3月11日終われば、来年度への政策が始まります

直近SIPのお話

代表理事から



分科会



CSPFC事務局からの案内



豊能町定例会予定

2022年

4月7日 オンライン（月例会なし）

14日 お休み
(13日、14日 “スマートシティを目指したまちづくり”セミナー）

21日 オンライン

28日 オンライン



総務省事業：今後のスケジュール①



総務省事業：今後のスケジュール②



総務省事業：今後のスケジュール③



豊能町ワーキング会議URL一覧

会議名 日時 UＲＬ ミーティングID パスワード

豊能町定例会議 木曜日 10:00～12:00 https://us02web.zoom.us/j/89314973306?pwd=d25wTmVXayt6MlVDRGpuTGM3UVh3QT09 893 1497 3306 393337

豊能町CSPFCブリーフィング 木曜日 12:00～12:30 https://us02web.zoom.us/j/86786627339?pwd=UVhaK2ZSL0lnY2FaNDdoTDRYczdqUT09 867 8662 7339 915948

見守り 火曜日 17:00~18:00 https://nesic.zoom.us/j/95716504853?pwd=cWx5U21Cbmx2bC9zbFpCQUVwOGVwUT09 957 1650 4853 542034

ヘルスケア 不定期 固定なし

子育て

買い物支援

デジタル教育 不定期 固定なし

観光 不定期 固定なし

地域経済 水曜日 13:00～14:00 https://zoom.us/j/98287834044?pwd=RDg0TmhJUkFBNWJpckpIcmd0YVNwZz09 982 8783 4044 438741

モビリティ 不定期 固定なし

インフラ

行政デジタル 水曜日 14:00~15:00 https://nesic.zoom.us/j/99941695559?pwd=UFcybG1BaENLOUNSdWFHeFRnQURFdz09 999 4169 5559 861296

防災

https://us02web.zoom.us/j/89314973306?pwd=d25wTmVXayt6MlVDRGpuTGM3UVh3QT09
https://nesic.zoom.us/j/95716504853?pwd=cWx5U21Cbmx2bC9zbFpCQUVwOGVwUT09
https://zoom.us/j/98287834044?pwd=RDg0TmhJUkFBNWJpckpIcmd0YVNwZz09
https://nesic.zoom.us/j/99941695559?pwd=UFcybG1BaENLOUNSdWFHeFRnQURFdz09


N o メールアドレス 会社名 氏名 見守り ヘルスケア子育て 買い物支援デジタル教育観光 地域経済 モビリティインフラ デジタル行政防災 見守り ヘルスケア子育て 買い物支援デジタル教育観光 地域経済 モビリティインフラ デジタル行政防災

1 a .u su i@ ro b o tc o n su ltin g .n e t ロボットコンサルティング 臼井　亮人様

2 a iza ki.n o rih iko @ n e sic .c o m N E C ネッツエスアイ 相崎　範彦様

3 a kih iro .o d a jim a @ m a il.td b .c o .jp 帝国データバンク 小田嶋　昭浩様

4 a m a m a tsu .ko u ji@ n e sic .c o m N E C ネッツエスアイ 雨松　孝治

5 a ta @ o sa ka -c u .a c .jp アドバイザー 阿多信吾様

6 a tsu sh i.sa w a ya m a .w a @ h ita c h i.c o m 日立社会情報サービス 澤山　敦士様

7 a w a im @ m b o x.p re f.o sa ka .lg .jp O S P F事務局 粟井　美里様

8 b e a u tyh e a lth la b m a ria .2 0 2 1@ g m a il.c o m M a ria社 髙橋　愛様

9 d a isu ke .ko m iya @ re so n a b a n k.c o .jp りそな銀行 小宮 大輔様

10 g -a ka g i@ m s-in s.c o m 三井住友海上 赤木　学様

11 g re e n b io a n a lytic s@ g m a il.c o m G re e n  B io a n a lytic s 吉野　満昭様

12 h a ra d a @ a su ko e .c o .jp アスコエパートナーズ 原田さん

13 h iro sh i.g e n d a @ m s-a d -h d .c o m 三井住友海上 源田　浩様

14 in fo @ o z1.life O Z 1 in fo

15 in o u e .ko ki@ b 3 .ke p c o .c o .jp 関西電力 井上　幸樹様

16 k.iw a ta @ ko b a ya sh i.c o .jp # N /A # N /A

17 ka a rin @ o z1.life O Z 1 カーリン様

18 ka m iya .yo sh ita ka @ a 2 .ke p c o .c o .jp 関西電力 加宮　義隆様

19 ka tsu yu ki_in a g a ki@ tm i.g r.jp T M I総合法律事務所 稲垣　勝之様

2 0 ka zu ya _o g a ta @ tm i.g r.jp T M I総合法律事務所 尾形　和哉様

2 1 kita n o @ a su ko e .c o .jp アスコエパートナーズ 北野　菜穂様

2 2 ko ic h i.sh ib a ta @ se iko -so l.c o .jp セイコーソリュションズ 柴田　孝一様

2 3 ko n e m o ri@ a su ko e .c o .jp アスコエパートナーズ 小根森　　様

2 4 ku ro ka w a -w @ itsc o m .jp iT S C O M 黒川　渉　様

2 5 m -ike g a m i@ m o b ilis.c o .jp モビリス 池上　雅美様

2 6 m .in o u e @ a rtifa c t-la b .c o .jp アドバイザー 井上　誠様

2 7 m a c h iso u zo u @ to w n .to yo n o .o sa ka .jp 豊能町 まちづくり創造課

2 8 m a e sh im a .d a isu ke @ n e sic .c o m N E C ネッツエスアイ 前嶋　大輔

2 9 m a kita y@ m b o x.p re f.o sa ka .lg .jp O S P F事務局 蒔田　祐弓様

3 0 m a ko to .su h a ra 2 0 0 9 @ g m a il.c o m アドバイザー 須原　誠様

3 1 m a ko to .su h a ra @ e stc c i.o rg アドバイザー 須原　誠様

3 2 m a sa a ki.ito u @ m a il.td b .c o .jp 帝国データバンク 伊藤　政章様

3 3 m a sa sh isu e h iro @ sw a tm o b ility.c o m S W A T 末廣　将志様

3 4 m a tsu d a @ d ig ita lp la tfo rm e r.c o .jp D ig ita l P la tfo rm e r 松田　一敬　様

3 5 m a tsu m o to 0 3 5 0 @ to w n .to yo n o .o sa ka .jp 豊能町 松本　真由美様

3 6 m e g u m i.ta ka h a sh i19 7 1@ g m a il.c o m 大阪大学 髙橋　愛様

3 7 m iya za w a @ d ig ita lp la tfo rm e r.c o .jp D ig ita l P la tfo rm e r 宮沢　和正様

3 8 m _ta ka g i@ sih d -b k.jp 池田泉州銀行 高木様

3 9 n -kim u ra @ m o b ilis.c o .jp モビリス 木村　直子様

4 0 n a g a o ka @ o te tsu ta b i.c o m おてつたび 永岡　里菜様

4 1 n a ka g a w a @ n o c o d e ja p a n .o rg N o C o d e　Ja p a n 中川　賢史朗様

4 2 n o g u c h i.sh ig e n o b u @ n e sic .c o m N E C ネッツエスアイ 野口　茂信様

4 3 o sp f-m l@ n ttd o c o m o .c o m ドコモ 0

4 4 o ya m a @ a su ko e .c o .jp アスコエパートナーズ 小山　恭平様

4 5 ro b o tc o n su ltin g 2 0 2 0 @ g m a il.c o m ロボットコンサルティング ファウンダー

4 6 sh u h e i.ka w a ta @ fin n o va lle y.jp フィノバレー 川田　修平様

4 7 sh u n su ke _te ra ka d o @ tm i.g r.jp T M I総合法律事務所 寺門　峻佑様

4 8 sm a rtc ity-p a rtn e rs@ g b o x.p re f.o sa ka .lg .jp O S P F事務局 事務局

4 9 su ya m a .h iro ka zu @ n e sic .c o m N E C ネッツエスアイ 陶山　浩一様

5 0 t-sa ka m o to @ m s-in s.c o m 三井住友海上 坂本　篤哉様

5 1 t.su zu ki@ a n d e c o .c o .jp アスコエパートナーズ 鈴木　健之様

5 2 ta ka h a sh i.ka tsu n o .a b @ n e sic .c o m N E C ネッツエスアイ 髙橋　克典様

5 3 ta m a ta n ika zu o @ g m a il.c o m スパーク 玉谷　一夫様

5 4 ta ro .h o sh i@ n o c o d e ja p a n .o rg N o C o d e　Ja p a n 星　太郎様

5 5 ta te o .ka n a i@ b itke y.jp ビットキー 金井　建大様

5 6 ta ya m a .te c h n o g a u s@ a re s.e o n e t.n e .jp テクノガウス 多山　洋文様

5 7 to sh ih iro .n a ka @ n o c o d e ja p a n .o rg N o C o d e　Ja p a n 中　様

5 8 tsu zu ki.ko u n o su ke @ n e sic .c o m N E C ネッツエスアイ 都築　康之介様

5 9 y.h a ya ka w a @ a n d e c o .c o .jp アスコエパートナーズ 早川　慶朗様

6 0 ya m a d a @ d ig ita lp la tfo rm e r.c o .jp D ig ita l P la tfo rm e r 山田　様

6 1 ya m a g a ta a @ m b o x.p re f.o sa ka .lg .jp O S P F事務局 山縣　敦子様

6 2 ya su h id e -ike @ m s-in s.c o m 三井住友海上 池　泰秀様

6 3 ya su i@ a su ko e .c o .jp アスコエパートナーズ 安井　秀行様

6 4 ya su n o b u a sa n o .1@ g m a il.c o m スパーク 浅野　泰伸様

6 5 yu ic h i.h a ya sh i@ n o c o d e ja p a n .o rg N o C o d e　Ja p a n 林　様

6 6 yu ya .o kin o @ b itke y.jp ビットキー 沖野 祐矢様

参加分科会 参加希望カテゴリ

メーリングリスト

豊能定例会が全ての基本

今後allでメンバーも参加

各自治体向けには
別分科会を設定し、個別対応

例：福井県
福井ワーキング

CSPFCリーダー企業
＋地元企業（各社CSPF参加要）



分科会メーリングリスト



分科会メンバーリスト

1．見守り（NECネッツエスアイ） アイテック阪急阪神 ミマモルメ

2. ヘルスケア（三井住友） Green Bioanalytics 髙橋様

3. 子育て（NECネッツエスアイ）

4. 買物支援（三井住友） ビットキー

5. デジタル教育（ＯＺ１）NoCode Japan とよのていねい

6. 観光（ＯＺ１） おてつたび

7. 地域経済（ＯＺ１ Digital Platformer）とよのていねい NoCode Japan ドコモ

8. モビリティ（ドコモ）関西電力 SWAT Mobility OZ1

9. インフラ（関西電力）アンデコ

1. デジタル行政（ＮＥＣネッツエスアイ）アスコエパートナーズ OZ1 ロボットコンサルティング

11. 防災（三井住友） Green Bioanalytics イッツコム


